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保護者フリーアンサー キーワードの抽出 

 

【１】テーマごとのまとめ（要点） 

 

１ 教育・保育関連 

・ 学校統合や部活動縮小への反対や不安 

・ トイレ、体育館、教室など老朽化設備の改善（洋式化、エアコン設置） 

・ 学力向上、少人数学級、先生の質の向上 

・ 学童保育の時間延長、柔軟な利用制度（特に長期休暇の単発利用など） 

・ スクールバスの導入、通学環境の安全確保 

・ 高校、大学授業料無償化などの教育費支援 

・ 部活動、習い事、進学支援の拡充、地域や企業との職業体験の強化 

・ いじめ対応をより真剣に行うこと。 

・ 「オルタナティブスクール」など新しい教育の仕組みを求める声 

 

２ 子どもの居場所・体験機会 

・ 放課後や休日に安心して過ごせる学習や文化体験の場 

・ 習い事の体験、市が運営する安価な習い事事業 

・ スポーツセンター、武道館など施設整備 

・ 国際交流、地域交流の機会づくり 

・ 図書館の充実は評価されている。 

 

３ 公園・遊び場 

・ 大型で駐車場付きの公園の整備 

・ 既存公園（深山公園など）の遊具や安全性の改善 

・ 近隣に子どもが集まれる遊び場がない地区への対応 

 

４ 子育て支援 

・ 出産祝い金や子ども成長時の祝い金の支給 

・ 給食費の負担軽減、無償化の希望 

・ ひとり親支援の充実と公平性の確保 

・ 医療費助成（18 歳まで拡大されたことは評価） 

・ ヤングケアラー支援 

 

５ まちづくり・地域活性化 

・ 空き校舎の活用 

・ 宇野駅周辺の活性化、観光客と市民が利用できる施設の整備 

・ 子どもや若者が楽しめるイベントや体験の場 

・ 「玉野といえば〇〇」と言えるシンボルの必要性 

・ ＳＮＳを活用した情報発信 
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６ 交通・道路整備 

・ 公共交通機関（特にバス）の本数増加 

・ 通学路、自転車道の安全対策（草刈り、ガードレール整備） 

・ 高校通学の利便性改善 

・ 高速道路整備や渋滞解消 

 

７ 移住、定住、人口減少対策 

・ 医療、買い物環境の改善 

・ 教育環境の魅力化（特色ある学校、学部） 

・ 古い街並みのリノベーションと移住の促進 

・ 若い世代が定住できる支援策（住宅、雇用、子育て環境） 

 

８．雇用・就労 

・ 働き口の不足、給与水準の低さの改善 

・ 企業誘致や地元企業の活性化 

・ 若者が働きたいと思える会社を増やすこと 

・ 障がいや発達に課題を抱える人も働きやすい環境づくり 

 

９ 医療・福祉（要望の一部） 

・ 医療機関の充実（岡山まで行かないと治療できない現状の改善） 

・ 高齢者だけでなく、子育て世代へのバランスある支援 

 

［ポイント］ 

・ 「教育・子育て環境の改善」＋「交通・雇用の整備」＋「まちの魅力づくり」が三本柱

として強く求められている。 
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【２】「貧困」「ヤングケアラー」「ひきこもり」「子育て支援」 の視点によるキーワードの抽出 

 

１ 貧困 

・ 給食費の無償化や軽減を求める声が多い。 

・ 高校や大学の授業料無償化を希望する意見 

・ ひとり親家庭への支援が十分でない、もっと手厚くしてほしい。 

・ 経済的に厳しい家庭の子どもが、学習や部活動を続けやすい環境が必要 

・ 子どもの習い事や体験の機会を、家庭の所得格差に左右されず提供してほしい。 

 

２ ヤングケアラー 

・ ヤングケアラーへの支援を求める声がある。 

・ 子どもが家庭の事情でケアを担うことがあり、負担軽減の制度や相談窓口が必要 

・ 学校や地域が連携して、子どもの孤立や学習機会の損失を防ぐ仕組みが望まれている。 

 

３ ひきこもり 

・ 明確に「ひきこもり」と書かれた意見は少ないが、学校に行きづらい子や不登校の子ど

もに対応できる教育環境（例：オルタナティブスクール）の必要性が挙げられている。 

・ 「居場所」づくりや多様な学びの場の確保が、不登校、ひきこもり防止や改善につなが

るという意見 

・ 学童や地域の学び場を「誰もが参加できる場」にすることが望まれている。 

 

４ 子育て支援 

・ 出産祝いや子どもの成長祝いなど、経済的支援を求める声 

・ 医療費助成（18 歳まで拡大されたことは評価）をさらに充実させてほしい。 

・ 学童保育の時間延長、長期休みの単発利用など柔軟な制度を望む声 

・ 公園や遊び場の整備、安全性の向上を求める意見 

・ 保護者同士の交流や子育て相談の場がもっと必要 

・ 子育て世代にとって魅力的な環境づくりが、移住、定住促進にもつながると考えられて

いる。 

 

［ポイント］ 

・ 「貧困」では教育・体験機会の格差是正 

・ 「ヤングケアラー」では家庭負担の軽減と相談支援 

・ 「ひきこもり」では多様な居場所や学びの場 

・ 「子育て支援」では経済的支援＋安心して子育てできる環境整備 


